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べ
る
。
被
害
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
が
難
し
い
か
ら
こ
そ
、

最
小
限
に
抑
え
る
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。

今
後
は
検
知
だ
け
で
な

く
、
サ
イ
ト
閉
鎖
の
申
請
な

ど
も
ア
ク
シ
オ
ン
が
担
っ
て

い
く
。
企
業
は
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
だ
け
で
、
特
別
な

対
応
は
不
要
に
な
る
た
め
、

顧
客
へ
の
周
知
や
サ
ポ
ー
ト

の
み
に
注
力
で
き
る
。
別
途

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
不
要
な

点
も
強
み
だ
。

開
催
す
る
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
へ
信
金
や
地
域
銀
行
、
自

治
体
な
ど
の
参
加
が
増
え
た

と
い
う
。
ま
た
、
導
入
に
関

し
て
も
発
表
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
４
社
以
外
に
「
10
社

以
上
が
導
入
に
向
け
て
動
い

て
い
る
」
と
瀧
下
孝
明
Ｃ
Ｉ

Ｏ
は
話
す
。
安
田
氏
は
「
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
の
被
害
が
広
が

れ
ば
企
業
の
風
評
リ
ス
ク
に

も
つ
な
が
る
。
『
自
分
た
ち

は
関
係
な
い
』
は
通
用
し
な

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

た
め
時
間
が
か
か
り
、
被
害

が
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
小

澤
氏
は
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ

イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
検
知
す

る
こ
と
で
、
顧
客
に
メ
ー
ル

や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
受
信
す
る
前
に

対
策
に
着
手
で
き
る
」
と
述

に
促
す
。
通
知
で
は
サ
イ
ト

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か

る
よ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ

ッ
ト
も
添
付
す
る
。

安
田
氏
は
「
こ
れ
ま
で
企

業
は
、
顧
客
が
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
の
被
害
を
受
け
て
か
ら
初

め
て
対
応
し
て
い
た
。
そ
の

な
り
、
被
害
が
発
生
す
る
と

継
続
し
て
狙
わ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
一
度
狙
わ
れ
る
と
終

わ
り
が
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

被
害
が
多
発
す
る
中
で
、

ア
ク
シ
オ
ン
に
相
談
が
寄
せ

ら
れ
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
。
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
銀
（
旧
ジ
ャ
パ

ン
ネ
ッ
ト
銀
行
）
か
ら
出
向

す
る
小
澤
一
仁
・
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
担

当
し
た
。
同
行
で
長
年
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
経
験
し

て
お
り
、
今
回
も
そ
の
知
見

を
生
か
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
サ
イ
ト
が
出
現
し
や

す
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
点

的
に
監
視
し
、
作
成
・
公
開

さ
れ
た
も
の
を
迅
速
に
検

知
。
導
入
企
業
へ
サ
イ
ト
が

作
成
さ
れ
た
こ
と
を
通
知

し
、
閉
鎖
依
頼
を
出
す
よ
う

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
対
応
協
議

会
が
６
月
に
発
表
し
た
レ
ポ

ー
ト
に
よ
る
と
、
２
０
２
０

年
は
上
半
期
、
下
半
期
と
も

に
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
情
報
の
届

け
出
件
数
が
急
増
し
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
不
正
送
金

の
被
害
件
数
（
被
害
額
）

は
、
発
生
件
数
８
８
５
件
、

被
害
額
が
約
５
億
１
２
０
０

万
円
と
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
多
く
が
シ
ョ

ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
電
子
メ

ー
ル
を
使
っ
て
金
融
機
関
を

装
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ

ト
へ
誘
導
す
る
手
口
に
よ
る

も
の
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

21
年
も
被
害
は
継
続
し
て

い
て
４
月
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

報
告
件
数
は
４
万
４
３
０
７

件
に
及
ん
だ
。
安
田
氏
は

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
対
象
と

ら
大
阪
市
内
で
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
を
活
用
し
た
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
に
関
す
る
社
会
実
験
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
実
験
は
既

存
の
バ
ス
停
に
加
え
て
、
利

用
者
が
ア
プ
リ
や
電
話
で
指

定
し
た
日
時
や
乗
降
場
所
、

時
間
を
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
乗
合

運
行
ル
ー
ト
を
計
算
し
、
運

ぶ
も
の
。
９
月
末
ま
で
実
施

が
予
定
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
み
ず
ほ
銀
ら

は
、
事
務
局
運
営
の
支
援
と

と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
分

析
、
課
題
整
理
と
効
果
検
証

な
ど
多
岐
に
渡
る
分
野
で
協

力
し
て
い
く
。
み
ず
ほ
銀
は

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る

知
見
や
人
流
デ
ー
タ
の
分

析
、
事
業
開
発
な
ど
の
コ
ン

サ
ル
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
発

揮
し
、
新
た
な
価
値
創
造
や

地
域
の
生
活
の
質
向
上
に
貢

献
す
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
自
動

運
転
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
生
か
し
、
差
的
な
移
動
サ

ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
な

ど
か
ら
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
）
の

開
発
に
期
待
が
か
か
る
。

Ｏ
Ｍ
Ｇ
は
今
年
３
月
末
か

へ
の
支
援
を
目
的
に
、
大
阪

メ
ト
ロ
と
の
間
で
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
契
約
を
締
結
し

た
。高

齢
化
や
人
口
減
少
が
進

み
、
運
転
手
不
足
も
深
刻
化

す
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
通

り
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は

み
ず
ほ
銀
行
と
、
み
ず
ほ

リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
は
、
大
阪
市
高
速
電
気
軌

道
（
大
阪
メ
ト
ロ
）
と
大
阪

シ
テ
ィ
バ
ス
が
組
織
す
る

「
Ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ａ

Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ

ｏ

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
」
（
Ｏ
Ｍ

Ｇ
）
が
実
施
す
る
社
会
実
験

■
ア
イ
リ
ッ
ク

特
許
取

得

完
全
子
会
社
の
イ
ン
フ

ォ
デ
ィ
オ
と
ス
マ
ー
ト
Ｏ
Ｃ

Ｒ
を
活
用
し
た
「
生
命
保
険

証
券
の
自
動
分
析
サ
ー
ビ

ス
」
で
。
５
月
20
日
に
取
得

済
み
で
６
月
18
日
に
公
表
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
カ
メ
ラ
で

生
保
募
集
人
が
撮
影
し
た
保

険
証
券
を
Ａ
Ｉ
搭
載
の
デ
ィ

ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
技
術
を
活

用
し
て
自
動
分
析
す
る
サ
ー

ビ
ス
だ
。

■
住
友
生
命

タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
新
設

固
定
的
な
組
織
を
持
た
な

い
管
理
職
。
ま
ず
課
題
に
応

じ
た
チ
ー
ム
を
組
成
、
そ
の

リ
ー
ダ
ー
役
と
な
り
解
決
に

取
り
組
む
役
割
を
担
う
。
社

会
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
に

応
じ
て
、
機
動
的
に
向
き
合

う
。
権
限
は
室
長
職
と
同
等

程
度
で
、
専
門
性
や
能
力
の

あ
る
若
手
や
女
性
な
ど
多
様

な
人
材
を
積
極
的
に
登
用
し

て
い
く
考
え
だ
。

で
き
る
両
者
が
組
む
こ
と

で
、
顧
客
に
認
知
症
問
題
に

対
す
る
強
力
な
解
決
策
を
提

案
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

険
、
介
護
保
険
な
ど
認
知
症

患
者
と
親
和
性
の
高
い
保
険

を
提
供
す
る
生
保
会
社
と
価

格
が
安
い
家
族
信
託
が
提
供

う
観
点
で
は
保
険
と
家
族
信

託
は
相
互
補
完
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
、
と
の
思
い

が
あ
る
。

認
知
症
保
険
や
医
療
保

避
は
発
症
後
の
資
金
確
保
の

観
点
で
も
社
会
的
意
義
が
大

き
い
」
（
ひ
ま
わ
り
生
命
）

と
話
す
。

前
も
っ
て
備
え
る
、
と
い

成
サ
ー
ビ
ス
を
低
価
格
化
し

た
。
ま
ず
、
ひ
ま
わ
り
生
命

社
員
へ
の
家
族
信
託
サ
ー
ビ

ス
の
研
修
を
実
施
す
る
ほ

か
、
ひ
ま
わ
り
生
命
代
理
店

と
フ
ァ
ミ
ト
ラ
が
協
業
し
て

顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し

て
い
く
。

狙
い
つ
い
て
は
、
「
自
宅

な
ど
の
不
動
産
を
含
め
て
認

知
症
者
の
資
産
は
数
千
万
円

あ
る
こ
と
も
多
い
。
事
前
回

っ
た
」
と
見
な
さ
れ
、
あ
ら

ゆ
る
契
約
の
締
結
・
解
除
が

で
き
ず
銀
行
預
金
が
凍
結
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ひ
ま
わ

り
生
命
は
「
事
前
策
で
保
険

と
並
び
注
目
さ
れ
る
の
が
家

族
信
託
」
と
、
そ
の
組
成
で

発
症
後
も
本
人
の
意
思
に
叶

う
資
産
管
理
を
可
能
に
す
る

考
え
だ
。

フ
ァ
ミ
ト
ラ
は
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
で
家
族
信
託
組

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
際
に
備

え
て
家
族
に
自
分
の
財
産
の

管
理
や
処
分
を
で
き
る
権
限

を
付
与
す
る
方
法
を
指
す
。

国
内
に
は
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度

認
知
障
害
）
を
含
め
１
０
０

０
万
人
の
認
知
症
者
が
い
る

と
い
う
。
認
知
症
を
発
症
す

る
と
「
意
思
能
力
が
な
く
な

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生

命
は
６
月
24
日
、
フ
ァ
ミ
ト

ラ
（
東
京
・
港
）
と
業
務
提

携
契
約
を
結
ん
だ
。
「
家
族

信
託
組
成
サ
ー
ビ
ス
」
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
に

よ
る
資
産
の
凍
結
防
止
を
実

現
す
る
。
家
族
信
託
と
は
、

自
分
の
財
産
管
理
を
で
き
な

協
定
を
締
結
し
、
学
術
や
文

化
な
ど
の
分
野
で
協
力
。
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
04
年
の
調
布
市
地

域
情
報
化
基
本
計
画
の
策
定

に
携
わ
っ
た
市
民
が
設
立
、

地
域
情
報
化
関
連
の
取
り
組

み
を
推
し
進
め
る
。

ア
フ
ラ
ッ
ク
と
調
布
市
は

20
年
か
ら
ま
ち
づ
く
り
推

進
、
地
域
活
性
化
な
ど
で
協

調
し
て
い
る
。

な
が
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
す
る
。

調
布
市
と
電
通
大
は
２
０

０
３
年
か
ら
相
互
友
好
協
力

や
市
民
向
け
の
健
康
管
理
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
な

ど
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
、
地
域
人
財
育
成
に
つ

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
は
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ

調
布
市
、
電
気
通
信
大
学
、

調
布
市
地
域
情
報
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
と

の
４
者
で
「
調
布
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
協
議
会
」
を
設
立
し

た
。
６
月
24
日
付
。
産
学
官

民
が
能
動
的
に
連
携
し
共
有

価
値
を
創
る
。

め
ざ
す
の
は
社
会
的
課
題

解
決
と
経
済
的
価
値
の
創
出

を
両
立
し
て
持
続
的
に
進
化

す
る
「
共
有
価
値
創
造
型
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
構
築
。

人
の
密
集
度
合
を
可
視
化

す
る
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ
の
対
応

分
散
」
に
よ
る
資
産
運
用
を

対
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
も

の
。
今
秋
の
提
供
開
始
を
予

定
す
る
。
同
社
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
む
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

全
自
動
の
資
産
運
用
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
ウ
ェ
ル
ス

ナ
ビ
が
地
域
銀
行
と
の
連
携

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
６
月

25
日
に
新
潟
県
の
大
光
銀

行
、
同
29
日
に
は
愛
知
県
の

中
京
銀
行
と
業
務
提
携
を
締

結
し
た
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
の
投
資
一
任
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い

わ
れ
る
中
で
、
働
く
世
代
を

中
心
に
長
期
投
資
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
で
独
学
で
の
投
資
に
不

安
を
覚
え
る
人
は
多
く
、
一

任
型
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

需
要
が
増
え
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
ス
ナ
ビ
が
地
域
銀

と
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
ウ
ェ
ル
ス
ナ
ビ
の
資
産

運
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

活
用
し
て
、
各
行
員
が
顧
客

に
対
し
て
「
長
期
・
積
立
・

域
で
連
携
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
横
浜

市
）
と
提
携
、
市
場
へ
の
参

入
に
つ
な
げ
た
。

今
後
は
同
社
の
知
見
と
マ

ネ
ッ
ク
ス
証
券
の
金
融
に
関

す
る
知
見
を
掛
け
合
わ
せ
、

排
出
権
市
場
の
健
全
発
展
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用
で

き
る
。

企
業
の
中
長
期
的
な
価
値

向
上
に
向
け
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活

動
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

り
、
マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
は
２

月
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
部
を
設
立
。
ま
た
、

４
月
に
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

排
出
権
取
り
引
き
な
ど
の
領

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減

や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
と
し
て
国
が
認
証
す
る

制
度
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
事
業
者
や
森
林
所
有
者

な
ど
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
売

り
、
大
企
業
が
購
入
す
る
こ

と
で
、
資
金
循
環
を
生
み
出

す
も
の
。
国
が
運
営
し
、
カ

ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券
は
６
月

17
日
、
主
要
ネ
ッ
ト
証
券
で

初
め
て
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
取

引
市
場
へ
参
入
し
た
と
発
表

し
た
。
今
年
１
月
に
公
表
し

た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
事
業
の
一

環
。
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
先
進
的
な
活
動
の
一

つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

三
井
住
友
銀
行
は
６
月
25

日
、
学
校
法
人
立
命
館
と
、

産
学
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
立
命
館
発

の
起
業
や
地
域
活
性
化
な
ど

に
つ
い
て
協
力
し
、
世
界
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
。

今
年
６
月
に
発
足
し
た

「
立
命
館
起
業
・
事
業
化
推

進
室
」
に
合
わ
せ
て
結
ん

だ
。
こ
の
他
に
も
学
術
・
研

究
や
人
材
育
成
な
ど
の
面
で

連
携
す
る
。
三
井
住
友
銀

は
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
を
好
機
と
捉
え
、

大
学
な
ど
と
の
協
力
関
係
を

強
化
し
て
い
る
。
「
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
種
が
関
西
か
ら

生
ま
れ
、
根
付
く
よ
う
に
、

事
業
開
発
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
支
援
な
ど
を
強
化
し
て
い

く
」
と
し
て
い
る
。

約
を
結
ぶ
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
つ
ば
九
郎
を
モ
デ

ル
に
し
た
作
品
も
募
っ
た
。

合
計
１
７
０
点
が
集
ま
り
、

応
募
数
に
応
じ
た
金
額
を
Ｓ
Ｂ

Ｉ
子
ど
も
希
望
財
団
に
寄
付
し

て
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
関
す

る
活
動
に
役
立
て
る
｢

つ
ば
九

郎
賞
へ
の
応
募
作
品
が
ど
れ
も

質
が
高
く
ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ
ン
の

愛
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
か

っ
た｣(

Ｓ
Ｂ
Ｉ
生
命)

と
い
う


結
果
を
６
月
中
旬
に
発
表
し

た
。
事
業
開
始
５
周
年
を
記
念

し
て
今
年
か
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
契

Ｓ
Ｂ
Ｉ
生
命
は
３
～
４
月
に

募
集
し
た
４
回
目
の
「
ね
ん
ど

で
つ
く
ろ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

フィッシング対策サービス

攻撃者

利用者

攻撃者

※アクシオンＨＰより

フィッシングサイト作成
⬇

フィッシングサイト公開
⬇

フィッシングメール/スミッシング配信

⬇
フィッシングメール/スミッシング受信

⬇

メールからフィッシングサイトアクセス
重要情報入力⇨詐取

⬇
正規サイトにログイン

不正な資産の引出し・移動等⇨被害発生

アクシオンの
フィッシングサイト

検出サービス

通常の検知

不
正
検
知
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
手
が
け
る
Ａ
Ｃ
Ｓ

ｉ
Ｏ
Ｎ
（
ア
ク
シ
オ
ン
、
東
京
・
千
代
田
）
の
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
対
策
サ
ー
ビ
ス
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
今
年
１
月
に

発
表
さ
れ
、
５
月
に
は
横
浜
銀
行
や
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
銀
行
な

ど
４
金
融
機
関
で
導
入
が
決
定
。
他
に
も
10
数
社
で
採
用
に

向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
安
田
貴
紀
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
迅
速
な
対
応
が
必
要
だ
」

と
訴
え
る
。

横
浜
銀
な
ど
４
金
融
機
関
導
入

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ひ
ま
わ
り
生
命

フ
ァ
ミ
ト
ラ
と
契
約
締
結

フ
ァ
ミ
ト
ラ
と
契
約
締
結

ア
フ
ラ
ッ
ク

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
協
議
会
設
立

調
布
市
電
通
大
地
域
情
報
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

みずほ銀

大
阪
メ
ト
ロ
の
社
会
実
験
支
援

デ
ー
タ
分
析
や
効
果
検
証
な
ど
で

 ウェルスナビ 

地域銀２行と提携
ハイブリッド型サービス提供

立
命
館
と
連
携
協
力

三
井
住
友
銀

アクシオンアクシオン

立
ち
上
が
り
を
迅
速
対
応

ひまわり生命常務執行役員・岩切健一氏

（左）とファミトラ社長・三橋克仁氏

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
参
入

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券

主
要
ネ
ッ
ト
証
券
で
初

ヤ
ク
ル
ト
フ
ァ
ン
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る

ＳＢＩ生命

子どもの虐待防止に
アクシオンの（右から）安田貴紀氏と小澤一仁

氏、瀧下孝明氏（千代田区のＦＩＮＯＬＡＢで）

２０２１(令和３)７５()大手行･証券･保険 (４)(第三種郵便物認可)


